
大うたごえ喫茶 in
 所沢

ゲストのボニージャックスと一緒にゲストのボニージャックスと一緒にゲストのボニージャックスと一緒に
みんなで歌おう、懐かしのあの曲！みんなで歌おう、懐かしのあの曲！みんなで歌おう、懐かしのあの曲！
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うたごえ喫茶「ともしび」がやっ
てくる

！

自主公演のチケットのお求め・お問合せはこちらへ
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大うたごえ喫茶大うたごえ喫茶
in所沢うたごえ

喫茶「ともしび」がやってくる！

集団就職列車で
多くの若者が降り立った上野駅

「うたごえ運動」実行委員発行の
「うたごえ新聞」

1954年 開店当時の歌声喫茶「灯」

西武新宿駅前にあった「灯」は、連日若者で溢れかえっていた

現在のうたごえ喫茶「ともしび」。いまも老若男女で賑わう1958年 結成当初のボニージャックス

第40回所沢市民フェスティバル 
「大うたごえ喫茶 in 所沢」
2019 年 10 月 27 日（日）
13:30 開場　14:00 開演
所沢航空記念公園　野外ステージ 

（所沢市並木 1-13）
全席自由 ¥1,500
出演／�うたごえ喫茶ともしび　
＜ゲスト＞ボニージャックス
※未就学児無料
※雨天決行、荒天の場合は中止の場合がございます。
※チケットのお求めは ミューズチケットカウンター 
　TEL 04-2998-7777 まで

激
動
の
昭
和
～
歌
声
喫
茶
の
始
ま
り

戦
後
の
1
9
5
0
年
頃
、
焼
野
原
と
な
っ
た

土
地
を
復
興
さ
せ
る
労
働
力
と
し
て
、
地
方
の

若
者
た
ち
が
集
団
就
職
列
車
に
乗
っ
て
東
京

へ
集
ま
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。
中
学
・
高
校
を

卒
業
し
た
ば
か
り
の
若
者
に
と
っ
て
、
親
元
を

離
れ
た
都
会
生
活
は
孤
独
で
寂
し
い
日
々
。
そ

ん
な
気
持
ち
を
ま
ぎ
ら
わ
せ
た
の
が
“
み
ん
な

で
一
緒
に
歌
う
”
こ
と
で
し
た
。
当
時
、
東

京
・
西
武
新
宿
駅
前
に
あ
っ
た
食
堂
が
Ｂ
Ｇ
Ｍ

と
し
て
流
し
て
い
た
ロ
シ
ア
民
謡
に
合
わ
せ
、

客
た
ち
が
自
然
と
歌
い
出
し
盛
り
上
が
っ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
、「
み
ん
な
で
歌
え
る
喫

茶
店
＝
“
歌
声
喫
茶
『
灯
』”」
の
歴
史
が
始
ま

り
ま
し
た
。
同
じ
時
期
、
明
治
生
ま
れ
の
声
楽

家
・
関
鑑
子
（
せ
き
・
あ
き
こ
）
が
「
う
た
は 

闘
い
と
と
も
に
」
と
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
共

産
主
義
の
思
想
を
基
盤
と
し
た
「
う
た
ご
え
運

動
」
を
広
め
た
こ
と
も
あ
り
、
歌
声
喫
茶
の
人

気
は
瞬
く
間
に
日
本
全
国
に
広
が
っ
て
い
っ

た
の
で
す
。

歌
声
喫
茶
の
聖
地「
と
も
し
び
」

の
ち
に
歌
声
喫
茶
の
聖
地
と
い
わ
れ
る
「
と
も

し
び
（
当
時
は
『
灯
』）」
が
新
宿
で
産
声
を
あ

げ
た
の
が
1
9
5
4
年
。
労
働
運
動
・
学
生

運
動
の
高
ま
り
と
共
に
、
人
々
が
希
望
と
願
い

を
込
め
て
歌
い
交
わ
す
歌
声
は
、
互
い
に
生
き

合
う
力
と
な
り
、
一
躍
国
民
的
ブ
ー
ム
と
な
り

ま
し
た
。
最
盛
期
に
は
日
本
全
国
で
1
0
0

軒
を
も
超
え
る
歌
声
喫
茶
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

1
9
6
0
年
代
に
は
、
ロ
シ
ア
の
歌
「
と
も

し
び
」「
ト
ロ
イ
カ
」
な
ど
が
歌
声
喫
茶
か
ら

全
国
に
広
ま
り
、
倍
賞
千
恵
子
や
小
林
旭
、

ダ
ー
ク
ダ
ッ
ク
ス
な
ど
多
く
の
歌
手
に
よ
っ
て

歌
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
店
内
は
レ
コ
ー
ド
会
社

の
新
曲
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
も
盛
ん
に
利
用
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
1
9
7
0
年
代
の
カ
ラ

オ
ケ
の
誕
生
と
共
に
歌
声
喫
茶
の
ブ
ー
ム
は
衰

退
し
、
多
く
の
店
が
閉
店
し
ま
す
が
、「
と
も

し
び
」
は
昭
和
か
ら
平
成
を
駆
け
抜
け
、
令
和

の
時
代
と
な
っ
た
い
ま
で
も
、
ず
っ
と
歌
の
灯

を
絶
や
さ
ず
に
世
代
を
超
え
た
交
流
を
広
げ
続

け
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
人
々
が
“
聖
地
”
と
呼
ぶ
、
伝
説
の
歌

声
喫
茶
な
の
で
す
。

す
べ
て
の
曲
を

生
伴
奏
で
歌
う
醍
醐
味
！

歌
声
喫
茶
の
ス
タ
イ
ル
は
、
ス
テ
ー
ジ
リ
ー

ダ
ー
の
音
頭
の
も
と
、
店
内
の
客
が
み
ん
な

で
一
緒
に
な
っ
て
歌
う
も
の
。
ピ
ア
ノ
や
ア

コ
ー
デ
ィ
オ
ン
な
ど
の
楽
器
を
用
い
、
す
べ

て
の
曲
を
生
伴
奏
で
歌
え
る
の
が
醍
醐
味
の

1
つ
で
す
。

ま
ず
は
リ
ー
ダ
ー
が
お
客
様
の
リ
ク
エ
ス
ト

か
ら
曲
を
決
め
、
歌
を
リ
ー
ド
し
な
が
ら
盛

り
上
げ
ま
す
。
知
ら
な
い
曲
で
も
、
何
度
か

メ
ロ
デ
ィ
ー
を
聞
け
ば
あ
っ
と
い
う
間
に
口

ず
さ
め
て
し
ま
う
も
の
！ 

一
緒
に
歌
え
ば
心

が
通
い
、
不
思
議
と
連
帯
感
が
生
ま
れ
ま
す
。

歌
が
上
手
い
、
下
手
で
は
な
く
て
、
み
ん
な

で
そ
の
場
の
楽
し
み
を
共
有
す
る
と
こ
ろ
に

大
き
な
魅
力
が
あ
る
の
で
す
。

最
年
長
85
歳
！ 

歌
の
伝
道
師
「
ボ
ニ
ー
ジ
ャ
ッ
ク
ス
」

今
回
ス
テ
ー
ジ
に
華
を
添
え
る
ゲ
ス
ト
は
、
半

世
紀
を
超
え
て
活
動
す
る
、
日
本
を
代
表
す
る

正
統
派
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
「
ボ
ニ
ー
ジ
ャ
ッ

ク
ス
」。
1
9
6
2
年
に
『
ち
い
さ
い
秋
み
つ

け
た
』
で
日
本
レ
コ
ー
ド
大
賞
童
謡
賞
受
賞
。

“
美
し
い
日
本
の
歌
”
を
愛
し
、
世
界
各
国
の

民
謡
か
ら
ジ
ャ
ズ
、
時
代
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ナ
ン

バ
ー
ま
で
、
幅
広
い
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
な
ん

と
5
0
0
0
曲
。
メ
ン
バ
ー
の
４
人
中
３
人

が
80
代
（
最
年
長
は
85
歳
！
）
と
い
う
老
舗
グ

ル
ー
プ
で
す
。

ゲ
ス
ト
と
一
緒
に
大
合
唱
で
き
る
の
も
楽
し
み

の
う
ち
。
通
常
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
絶
対
に
で

き
ま
せ
ん
！

懐
か
し
い
青
春
が
蘇
る
シ
ニ
ア
世
代
も
。
新
し

い
体
験
と
な
る
若
者
た
ち
も
。
み
ん
な
で
一
緒

に
歌
っ
て
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

世
代
を
超
え
て
い
ま
再
び
注
目
さ
れ

て
い
る「
歌
声
喫
茶
」。
そ
の
聖
地
と
も

い
わ
れ
る
新
宿
の
歌
声
喫
茶「
と
も
し

び
」の
出
前
コ
ン
サ
ー
ト「
大
う
た
ご

え
喫
茶
i
n
所
沢
」が
所
沢
航
空
記
念

公
園
の
野
外
ス
テ
ー
ジ
に
登
場
し
ま

す
。
お
腹
か
ら
声
を
出
し
て
歌
う
と
元

気
が
出
ま
す
！ 

心
も
体
も
解
放
し
て
、

大
合
唱
に
包
ま
れ
て
み
ま
せ
ん
か
！？

歌でつながる心と心～懐かしの名曲をみんなで歌って楽しもう！



ステージレポート
7月4日

  〜 8月10日

次回のインフォ・マートは2019年11月10日発行予定です。どうぞお楽しみに。

28（日）

2019
7/4（木）

〜  　

8/10（土）

30（火）

オカリナ七重奏団 G.O.B.（ゴブ）
〈椿峰コミュニティ会館別館〉　
出演／オカリナ七重奏団 G.O.B.（ゴブ） 
曲目／	�ロッシーニ：『セヴィリアの理髪師』より 

「私は町の何でも屋」
	 モリコーネ：『ニュー・シネマ・パラダイス』
	 ナポリ民謡：オー・ソレ・ミオ／フニクリ・フニクラ
	 久石譲：ジブリ・メドレー　ほか�
150 年以上の歴史を誇るオカリナ・アンサンブル〈G.O.B.（ゴブ）〉
が、オカリナの聖地イタリアのブードリオから来日！ オカリナ界
の “ 神７” と呼ばれるメンバーたちが次々と繰り出す美しいハーモ
ニーと高度なテクニックの連続に圧倒されました。ユーモア溢れ
るアンコールの後には日本流に一本締め、万歳三唱！ でお開き、
と楽しい公演となりました。

親子で楽しむクラシックコンサート
『音楽の絵本』in 入間
〈入間市市民会館〉　
出演／	�ズーラシアンブラス［金管五重奏］
	 弦うさぎ［弦楽四重奏］
曲目／	�ウィリアムテル序曲、メヌエット、愛の挨拶 

となりのトトロメドレー 
トランペット吹きの休日　ほか

�コンサートの前には、ズーラシアンブラスがエントランスにてファンファーレでお客様をお
出迎え。ステージではズーラシアンブラスの迫力のサウンドと弦うさぎの優雅な演奏、まる
でコントのようなユーモア溢れるやり取りに会場は大盛り上がりでした。最後は動物さんた
ちがステージを飛び出し、お客様とハイタッチ！ 笑顔溢れる楽しさいっぱいのコンサートに
なりました。

能楽ワークショップ
「謡い体験講座」
〈所沢航空記念公園内 茶室『彩翔亭』〉　
講師／観世流能楽師 遠藤喜久
ミューズ恒例の能楽ワークショップ。今年は所沢航空記念公
園内の茶室『彩翔亭』をお借りして「謡い体験講座」を初め
て開催しました。3 回のお稽古の成果を披露する発表会では、
その出来の良さに講師の遠藤先生も驚かれるほど。修了式で
は藤本所沢市長から修了証の授与が行われ、最後に参加者全
員で記念撮影を行いました。

写真撮影（市民カメラマン）／滝島利男（7/4、8/10）

音楽の絵本

謡い体験講座

オカリナ七重奏団
G.O.B.（ゴブ）

全体が足場に覆われた大ホールの
エントランス

◀中ホールに
新設されるロ
ビー直結のエレ
ベーター

▶ホールの座席
には新しく手す
りが取り付けら
れました！

改修工事が始まり８カ月が
経過…。現在は外壁の工事や
補修のためそれぞれの建物
が足場に覆われ、いつもの
様子とは違っています。今
回の工事の目玉でもあるエ
レベーター、ホールの座席
についてもご紹介します！ 2020年4月、新生「所沢ミューズ」でお会いしましょう！

ただいま
　改修工事中・・・

所沢ミューズは、昨年12月10日～2020年
3月31日まで休館し、施設の経年劣化等に対
応する改修工事を行っています。

所
沢
▼

▲
本
川
越

西
武
新
宿
線

航
空
公
園
駅

国道463号線（旧浦和・所沢線）

航空記念公園

児童相談所
図書館 航空発祥記念館

郵便局
市役所

警察署

西 武 新 宿 線
「航空公園駅」
東口より徒歩
10分・バス3分

所沢市民
文化センター
ミューズ04-2998-7777

チケットのお求めは……ミューズチケットカウンター

●窓口・電話予約10：00〜17：00╱第2・4火曜日は休業

●インターネット予約

※�公演情報は2019年8月23日現在のものです。曲目・出演者の変更やチケットが売切れとなることも�
ございますので、ご了承ください。

クラシック・ポピュラー・演
劇・寄席など多彩で魅力溢れ
る公演を開催しております！
詳細はミューズホームページで
ご確認ください。
http://www.muse-tokorozawa.or.jp所沢ミューズ 検 索


